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あけましておめでとうございます。元旦早々の災害や事
故もありましたが、令和６年、２０２４年が始まりました。
９日の始業式に元気な子どもたちの姿、静かに話を聴

く子どもたちの姿を見る事ができて、安心するとともに気
持ちも引き締まりました。児童代表あいさつでは、１年生
の玉城花奏さん、３年生の座喜味燦さん、５年生の吉田
有志さんが、自分の目標を堂々と発表してくれました。
校長あいさつでも、夢や目標を叶えるために大切な３

つのことのお話をしました。
まず１つ目は、いつまでにその目標を達成するか計画

を立てることです。大谷翔平選手が高校時代からやって
いたことは有名なお話ですね。
２つ目は、夢や目標を達成した自分の姿をイメージする

ことです。ナポレオン・ヒルさんの「頭のなかで考えたこと
を、心から信じられるのなら、人はそれがどんなことでも
達成できる」というお話を今年も紹介しました。
３つ目は、目標を叶えるための行動をする、または続けることです。まさに継続は力なりですね。
さて、３学期は、学年のしめくくりと次年度へつなぐ大切な学期でもあります。職員一同、気を引き締めながら

も楽しい学校づくりをしていきたいと思っていますので、皆様の御理解と御協力を今年もよろしくお願いします。

名護小学校ホームページに

カラー版を掲載しています。

わたしが１ばんがんばりたいことは、はっぴょうです。なぜ、はっぴょうをがんばりたいのかというと、２がっき
は、あまりはっぴょうができなかったからです。みんなにきこえるこえではっぴょうします。そして、みんなに、「か
ーなー、はっぴょうじょうずだね。」といわれるくらいになりたいです。
つぎにがんばりたいことは、たいいくです。かかりかつどうもたいいくをやりたいです。たいいくは、からだを

うごかすじゅぎょうです。わたしはすもうをやっているので、たいいくでもいっしょうけんめいからだをうごかして
きたえます。がんばります。 １年 たましろ かな

わたしが、３学期がんばりたいことは３つあります。
１つ目は、まわりを見て考えて行動する事です。２学期は、まわりを見て行動ができていなかったので、考え

て行動することをがんばりたいです。
２つ目は、てくてく登校をがんばりたいです。てくてく登校をしたら朝からリラックスできて、スッキリするから

３学期もてくてく登校をつづけたいです。
３つ目は、もくもくせいそうです。２学期は、少しおしゃべりをしながらそうじをしていました。でも、３学期は、

もくもくせいそうを意しきして行い、教室も私の心もキレイにしたいです。３学期は、３年３組のメンバーと今ま
でより楽しみたいです。４年生にむけてみんなとじゅんびしていきたいです。 ３年 ざきみ さんさ

みなさん、冬休みは楽しみましたか。ぼくは、大阪に行って名護高校のラグビーをおうえんしました。生で見
る試合はとてもはく力があってすばらしかったです。
３学期は、学年のまとめの時期です。５年生は、学力到達度調査や１３祝いなどの行事もあります。６年生

にとっては小学校最後の学期になります。
３学期は、よりサブリーダーとしての自覚をもち、学習や生活面でもしっかりと責任をもって行動していきた

いです。６年生を気持ちよく卒業させ、次の名護小学校のリーダーになれるよう意識して活動に取り組んでい
きたいです。３学期も名護小学校をすてきな学校にしていきましょう。 ５年 吉田 有志



名護小学校では、これまでにタブレットPCを使ってプログラミング学習を
進めてきましたが、２学期後半からプログラミング的思考が身につく知育ロ
ボットaliｌo（アリロ）を使ってのプログラミング学習を授業改善リーダーの森
元教諭が中心になって取り組んでいます。パソコンで学んだプログラミング
の思考が実際にロボットを動かすことにつながるため、子どもたちの好奇心
をくすぐり、夢中になって取り組んでいます。昼休みの時間を使って難問に挑
戦する子どもたちもいます。１・２年生が20分かかる問題を3年生では5分
4年生では59秒でクリアしたチームもいるようです。子どもの可能性は、無
限に広がります。きっとエンジニアを目指す子どもたちも登場するでしょう。

宮城 桂 先生

初めまして
宮城桂と申します。
１月１日から、少人
数学級６組を受け
持っています。名護
市出身です。何卒
宜しくお願いいたし
ます。

１月８日に行われた琉銀カップ県小学生バレーボール
大会で３位の報告に来てくれました。おめでとう！

紙でパネルを切ってプログラミング

タブレットＰＣでプログラミング


